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春
日
あ
ん
ど
ん

春
日
あ
ん
ど
ん
祭
り
祭
り

日
時　

８
月
10
日

（水）(

小
雨
決
行)

　
　
　

午
後
４
時
20
分
〜
９
時

場
所　

県
営
春
日
公
園(

原
町
３-

１-

４)

※　

雨
天
の
場
合
は
、花
火
の
み
翌
日
に
延
期
し
ま
す
。

　日の
夏の夜

空を彩
る６，０

００発
の花火

。

今年も
「あん

どん祭
り」の

季節が
やって

きまし
た。

さあ、
あなた

も浴衣
に着替

えて出
掛けま

せんか
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

午
後
４
時
20
分
〜
６
時

▽
バ
ン
ド
演
奏
▽
琉
球
舞
踊
▽
ダ
ン
ス

(

ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
、ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ)

▽
津

軽
三
味
線
▽
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

午
後
６
時
〜
６
時
40
分

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
▽
ラ
ス

カ
ル
ズ
・
マ
ー
チ
ン
グ

午
後
６
時
40
分
〜
７
時
30
分

▽
バ
ト
ン
▽
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

▽
龍
踊
り

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
８
時

ふ
る
さ
と
音
頭

午
後
８
時
〜
９
時

▽
花
火
▽
フ
ィ
ナ
ー
レ

春春
第
29
回
春
日
市
民
祭
り



春日市役所北口 春日市役所前

春日市役所
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プラザ

航空自衛隊

春日基地

花火会場花火会場
（立入禁止）（立入禁止）
花火会場
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ハローワークハローワーク
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春日一

JR春日駅

交通規制
18:00～22:00
17:00～22:00

牛
頸
川

牛
頸
川

牛
頸
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福岡南
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観覧席チケットを発売
　　春日球場に、有料の観覧席を設けます。花火をゆったり観覧し
　ませんか。
　開場時間　午後５時30分～９時
　料金
　 ▽中学生以上　５００円　 ▽小学生　２５０円　 ▽小学生未満　無料
　※　小学生以下は、保護者同伴で観覧してください。
　販売枚数　３，０００枚
　販売場所　 ▽春日市商工会 ▽各公民館（白水池公民館を除く）
　※　チケットに残がある場合は、当日、球場入口でも販売します。
　問い合わせ先　春日市民祭り実行委員会（春日市商工会内）
　　  1（581）1407　5（575）0702

　

会
場
一
帯
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
。け
が

や
事
故
の
な
い
よ
う
十
分
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。

車
両
通
行
止
め
・
暴
走
族
規
制

　

会
場
の
周
辺
道
路
は
、歩
行
者
専
用
と
な

り
ま
す
。規
制
に
従
っ
て
、通
行
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、暴
走
族
に
対
す
る
規
制
も
強
化
さ

れ
ま
す
。

事
前
の
場
所
取
り

　

当
日
午
前
８
時
か
ら
、春
日
公
園
の
場
所

取
り
が
可
能
で
す
。そ
れ
以
前
の
場
所
取
り

分
に
つ
い
て
は
、撤
去
し
ま
す
。

●問い合わせ先　同祭りハローダイヤル　　1 ０６(４８６０)８６００　　5０５７０(００８)８８６

◇
祭
り
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
…

会場周辺
map

交
通
機
関

　

会
場
へ
は
、で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
か
、歩
い
て
来
場
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、会
場
周
辺
に
は
臨
時
駐
輪
場
を
設

置
し
ま
す
の
で
、利
用
し
て
く
だ
さ
い
。　

安
全
な
行
動
を

　

会
場
内
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。警
察
官

や
消
防
署
員
、警
備
員
な
ど
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、誘
導
や
指
示
に
は
必
ず
従
い
ま
し
ょ

う
。な
お
、花
火
は
ど
こ
か
ら
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、立
ち
入
り
禁
止
区
域

は
危
険
で
す
の
で
、決
し
て
入
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

迷
子

　

保
護
者
は
、子
ど
も
の
手
を
離
さ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。万
が
一
、は
ぐ
れ
た
と

き
は
、会
場
内
の
迷
子
受
付
ま
で
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
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民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、6
月
19
日
、

「
に
こ
に
こ
す
こ
や
か
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
」が
行
わ
れ
、大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
30
人
が

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
と
で
も
気
軽

に
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
、健
康
づ

く
り
に
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
、市
が
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

み
ん
な
で
ス
ト
レ
ッ
チ
や
準
備
体
操
で
体
を

ほ
ぐ
し
た
後
、さ
っ
そ
く「
ペ
タ
ン
ク
」や「
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
体
験
。そ
の
後
、参
加
者
全
員
で「
ド
ッ
チ
ビ
ー

（
フ
リ
ス
ビ
ー
を
使
っ
た
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
）」に
挑

戦
し
ま
し
た
。初
め
て
挑
戦
し
た
人
も
す
ぐ
に
競

技
を
マ
ス
タ
ー
し
た
よ
う
で
、全
員
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

に
こ
に
こ
す
こ
や
か

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
で
楽
し
く
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

和
町
公
民
館
で
6
月
26
日
、
七
夕
笹
飾

り
の
行
事
が
行
わ
れ
、地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
大
和
町
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
高
齢
者
34
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
こ
よ
り
の
作
り
方
を
教
わ
り
、願
い
事

を
書
い
た
短
冊
や
前
日
に
作
っ
て
お
い
た
色
と

り
ど
り
の
飾
り
を
笹
に
飾
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、完
成
し
た
見
事
な
笹
飾
り
を
囲
み
、

七
夕
の
由
来
な
ど
を
語
り
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
な
れ
て
う
れ
し
い
」「
地
域
住
民
同

士
が
顔
見
知
り
に
な
り
、安
全
な
地
域
づ
く
り
に

つ
な
が
る
の
で
は
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー 

森も
り

田た

亮
り
ょ
う

子こ

）

大
和
町
公
民
館

七
夕
笹さ

さ

飾
り

天
ま
で
願
い
が
届
き
ま
す
よ
う
に
・
・
・

女
共
同
参
画
週
間（
6
月
23
日
〜
29
日
）

に
ち
な
ん
で
、6
月
25
日
、市
役
所
大
会

議
室
で
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
は
、今
年
3
月
に
策
定
し
た「
春
日
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」の
審
議
会
会
長
を
務
め
た

坂さ
か
お
か岡

庸よ
う

子こ

さ
ん（
写
真
）。「
輝
き
な
が
ら
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」と
題
し
、プ
ラ
ン
策
定
の
背
景

や
内
容
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。ま

た
、今
後
、行
政
や
市
民
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
プ

ラ
ン
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
べ
き
か
な

ど
を
、実
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
、参
加
者
か
ら
は
、「
ま
だ
ま
だ
社
会

に
残
る『
男
性
優
先
』と
い
う
観
念
は
早
く
捨
て

る
べ
き
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
」「
男
性
も
女

性
も
保
守
的
に
な
ら
ず
、積
極
的
に
な
る
べ
き
で

す
」な
ど
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

春
日
市
男
女
共
同

参
画
週
間
講
演
会

輝
き
な
が
ら
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

市

大

男
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月
28
日
、
中
国
山
東
省
の
臨
沂
市
沂
水

県
訪
日
団
6
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
井

上
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
訪
問
団
の
要
望
を
受
け
、
筑
紫

地
区
日
中
友
好
協
会
の
働
き
か
け
で
実
現
し

た
も
の
。春
日
市
の
11
万
人
に
対
し
、沂
水
県
が

1
1
0
万
人
と
人
口
の
規
模
は
違
う
も
の
の
、お

互
い
の
基
幹
産
業
や
税
制
な
ど
に
つ
い
て
、わ
ず

か
な
時
間
な
が
ら
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

　

同
訪
日
団
代
表
の
劉

り
ゅ
う　

暁
ぎ
ょ
う

さ
ん（
写
真
左
）は

「
人
口
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、交
流
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。今
後
も
交
流
が

続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。井
上

市
長
も「
こ
れ
か
ら
は
、行
政
だ
け
で
な
く
、民
間

の
交
流
も
増
え
て
い
く
こ
と
が
理
想
的
で
す
」と

述
べ
ま
し
た
。

井
上
市
長
を

表
敬
訪
問

山
東
省
臨り

ん

沂ぎ

市
沂ぎ

水す
い

県
訪
日
団

月
9
日
、ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
で
、第
55
回「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」推
進
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
誰
も
が
暮
ら
し

や
す
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
。井
上
市
長
は
、「
都
市
化
が
進
む
に

つ
れ
、人
間
関
係
が
希
薄
化
し
て
い
ま
す
。明
る

い
ま
ち
づ
く
り
や
人
づ
く
り
に
、ぜ
ひ
ご
協
力
く

だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
県
立
春
日
高
校
の
放
送
部
の
司
会

で
進
行
。同
校
生
徒
に
よ
る
楽
器
演
奏
や
ダ
ン
ス

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
、市
内
の
小
学
生
3

人（
大
谷
小
6
年
田た

中な
か

康こ
う
へ
い平

さ
ん
、天
神
山
小
6

年
渡わ

た

辺な
べ

有ゆ
う

哉や

さ
ん
、日
の
出
小
6
年
落お

ち

合あ
い

沙さ

優ゆ

さ

ん
）の
作
文
発
表
も
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
に
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

第
55
回「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」推
進
大
会

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う

紫
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
福
岡
法
務

局
筑
紫
支
局
に
よ
る
人
権
教
室
が
、7
月

6
日
、春
日
北
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。友
達

へ
の
思
い
や
り
や
い
た
わ
り
の
心
な
ど
人
権
尊

重
の
意
識
を
養
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、同
校

4
年
生
3
ク
ラ
ス
96
人
が
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、い
じ
め
に
つ
い
て
描
か
れ
た
人
権
啓

発
の
ア
ニ
メ
ビ
デ
オ「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」を
視
聴
。そ

の
後
、登
場
人
物
の
気
持
ち
を
考
え
た
り
、模
造

紙
に
い
じ
め
を
な
く
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
を
書
き
合
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
黙
っ
て
見
て
い
る
こ
と
は
、

い
じ
め
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
」

「
人
が
嫌
が
る
こ
と
は
絶
対
し
な
い
」な
ど
と
発

表
。人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い

ま
し
た
。

春
日
北
小
学
校
で

人
権
教
室

い
じ
め
を
な
く
そ
う

6

7

筑
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お盆期間中（8月13日～15日）

歯科休日急患診療
救急患者に応急的診療のみ行います。

診療時間　午前9時～午後4時　　持ってくるもの　健康保険証

　児童扶養手当を受けている人は「現況届」、特別児童扶
養手当を受けている人は「所得状況」の提出が必要です。
　これらの届は、前年中の所得状況や養育状況などを確
認するもので、提出がない場合、8月分以降の手当が受
けられなくなります。忘れずに提出してください。
　なお、それぞれ通知書は個別に郵送します（8月9日
（火）発送予定）。
提出するもの　
○児童扶養手当

　 ▽ 現況届通知書 ▽児童扶養手当証書（持っている人の
　み） ▽印鑑 ▽健康保険証 ▽母子医療証（持っている人の
　み） ▽平成17年度所得証明（平成17年1月2日以降に春

　日市に転入した人のみ）
○特別児童扶養手当

　 ▽ 所得状況届通知書 ▽特別児童扶養手当証書（持って
　いる人のみ） ▽印鑑 ▽健康保険証 ▽身体障害者手帳・
　療育手帳（持っている人のみ） ▽平成17年度所得証明
　（平成17年1月2日以降に春日市に転入した人のみ）
※　このほかに書類が必要になる場合があります。通知
　書で確認してください。
提出期間　8月11日（木）～31日（水）

提出・問い合わせ先　こども未来課母子児童担当
　　1　（584）1111　5　（584）1115

古賀歯科クリニック

はぎわら歯科医院

佐藤歯科医院

岡村歯科医院

日高歯科医院

福原歯科医院

春日市岡本1-101

筑紫野市湯町3-12-1

大野城市下大利1-9-17

那珂川町西隈179-10

大野城市乙金1-13-38

筑紫野市針摺9-47

（501）7081

（921）6700

（591）0872

（952）2880

（504）7722

（928）2662

病医院名 住　所 電話番号

13日（土）

14日（日）

15日（月）

期日

児童扶養手当・特別児童扶養手当
現況届・所得状況届を提出してください

ゴミ・し尿収集
8月13日～16日はお休みします

　お盆の間の、ゴミ・し尿収集を休みます。うっかりゴミ
を出さないよう、注意してください。
振替収集日

▽「陶器・金属類」・「ペットボトル・白色トレイ」の収集
　8月14日（日）→12日（金）

▽「びん・カン」の収集

　8月15日（月）→17日（水）、8月16日（火）→18日（木）

▽し尿の収集
　8月13日（土）→16日（火）

問い合わせ先　環境対策課
　　1（584）1111　5（584）1147



老齢基礎年金繰上げ・繰下げ請求
知っていますか?
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60歳

61歳

62歳

63歳

64歳

65歳

66歳

67歳

68歳

69歳

70歳

受給開始
年齢

昭和16年4月1日
以前に生まれた人

昭和16年4月2日
以降に生まれた人

58%

65%

72%

80%

89%

112%

126%

143%

164%

188%

70%

76%

82%

88%

94%

108.4%

116.8%

125.2%

133.6%

142%

100%

　障害者福祉に関する相談業務を行う「障害者生活支援
相談員（嘱託職員）」を募集します。
対象　普通運転免許（AT車限定可）を持っている人で、
　　次のすべてに該当する人

▽社会福祉士の資格を持っている人

▽障害者福祉関連施設での勤務経験または障害者福祉
　に関する相談業務の経験がある人
任用期間　10月1日～平成18年3月31日（更新制度有）
勤務日数　週5日
勤務時間　午前8時30分～午後5時
報酬　月額21万9,500円（社会保険・有給休暇・時間外
　　勤務手当あり、交通費支給なし）
募集人員　1人
選考方法　 ▽書類審査 ▽面接（1次・2次）
応募方法　8月15日（月）（必着）までに、必要事項と志望

　　動機を書いた市販の履歴書を提出する（郵送可）
応募・問い合わせ先　高齢障害課障害担当
　　1　（584）1111
　　5　（584）3090

■繰上げ・繰下げ請求した場合の支給率
　65歳からもらい始めた場合の年金額を100%とする

　老齢基礎年金は、原則として65歳からもらえますが、
請求すれば60歳に早めたり、逆に70歳まで遅らせたり
して受け取ることができます。
　 その場合、繰り上げればもらえる年金は減額され、繰
り下げれば増額されます。
繰上げ請求する場合の注意

▽ 請求後に、事故や病気で障害を負っても、障害基礎年
　金は受けられません。

▽一度、繰上げ請求によって決定した金額は、以後変更
　できません。

▽すでに、ほかの年金を受給している場合は、その年金
　は支給停止になることがあります。
※　詳しくは問い合わせてください。
問い合わせ先

▽南福岡社会保険事務所
　1　（552）6111　5　（541）7649

▽市国保年金課年金担当
　1　（584）1111　5　（584）1141

障害者生活支援相談員
市嘱託職員を募集
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　テーマは「にちようび～楽しいおやすみ～」。あなたが
過ごした楽しい休日を描いて、ぜひ応募してください。
上位入賞作品は、「街角陶板(絵を陶磁器に焼き付けたも
の)」として、市内の街角を飾ります。
対象　県内の小学生
作品　水彩、パステル、クレパスなどを使用し、他の公募
　　展に未発表の作品
サイズ　四つ切り画用紙(38cm×54cm)
応募方法　8月1日（月）～12月9日（金）（必着）に、応募用
　　紙を添えて提出する（郵送可）
※　応募用紙は市内公共施設や各小学校にあります。ま
　た、ホームページからも印刷できます。
応募・問い合わせ先　社会教育課（〒816-0831大谷6-24
　　ふれあい文化センター内）
　　1（575）4121　 5（593）7380
　　　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

　「広島と長崎に原爆が投下された日」と「戦没者を追
悼し平和を祈念する日（終戦記念日）」に、世界恒久平和を
願ってサイレンを1分間鳴らします。原爆死没者・戦没者
のめい福を祈り、平和祈念の黙とうをささげましょう。
日時

▽ 8月6日（土）　広島に原爆が投下された日
　午前8時15分

▽8月9日（火）　長崎に原爆が投下された日
　午前11時2分

▽8月15日（月）　終戦記念日
　正午
問い合わせ先　福祉計画課
　　1（584）1111
　　5（584）3090

平和祈念の黙とう
原爆被爆者と戦没者を追悼

第14回弥生の里児童画大賞展作品募集
テーマは「にちようび～楽しいおやすみ～」

入賞作品展示会
　第1回～13回の上位入賞作品114点を展示してい
ます。ぜひ見に来てください。
展示期限　8月31日（火）まで
展示場所　ふれあいプラザ（大谷6-24ふれあい文化
　　センター内）

第13回弥生の里大賞受賞作品

　平成18年1月9日に行う春日市成人式を、どんなもの
にしたいか、どうすれば楽しく参加できるか、あなたの
意見をぜひ聞かせてください。申込は不要です。
対象　平成18年1月9日に成人式を迎える人

日時　8月19日（金） 午後7時～9時
場所　ふれあい文化センター旧館1階学習室1（大谷6-24）
問い合わせ先　社会教育課
　　1　（575）4121　5　（593）7380

新成人意見交換会参加者募集
どんな成人式にする?

URL



「
家
庭
の
日
」親
子
ふ
れ
あ
い
事
業

か
き
氷
フ
ェ
ス
タ

　

家
庭
で
の
ふ
れ
あ
い
や
子
ど
も
に

と
っ
て
の
家
庭
の
在
り
方
を
考
え
る
家

庭
の
日（
毎
月
第
3
日
曜
日
）に
、「
か
き

氷
フ
ェ
ス
タ
」を
行
い
ま
す
。小
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
が
対
象
で
す
。親
子

で
考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
か
き
氷
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
、優
秀
作
品
は
表
彰

し
ま
す
。

日
時　

8
月
21
日

（日）

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付 

午
前
9
時
30
分
〜
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
料
理

講
習
室（
大
谷
６
ー

24
）

持
っ
て
く
る
も
の　

▽
か
き
氷
の
デ
ザ

イ
ン
画
▽
家
庭
用
か
き
氷
機
▽

か
き
氷
を
入
れ
る
容
器
▽
飾
り

付
け
の
材
料（
果
物
の
缶
詰
や

お
菓
子
な
ど
）

※　

氷
と
シ
ロ
ッ
プ（
赤
・
青
・
黄
・
緑
）

は
用
意
し
て
い
ま
す
。

定
員　

親
子
15
組
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

8
月
1
日

（月）
〜
15
日

（月）

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢（
学
年
）
、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

古こ

文も
ん
じ
ょ書
展

　

平
成
13
年
度
に
同
歴
史
資
料
館
に

寄
贈
さ
れ
た
古
文
書
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
資
料
の
中
に
は
、地
元
の
偉
人

武た
け
す
え
し
ん

末
新
兵べ

え衛
の
白
水
大
池
改
修
に
ま
つ

わ
る
文
書
や
、福
岡
城
に
関
す
る
絵
図

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

期
間　

8
月
12
日

（金）
〜
9
月
11
日

（日）

時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
入
館

は
4
時
30
分
ま
で
）

場
所　

同
資
料
館
特
別
展
示
室（
岡
本

３
ー

57
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

1（
５
０
１
）１
１
４
４ 

5（
５
７
３
）１
０
７
７

春
日
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　

小
学
4
年
生
以
上
の
小
・
中
学
生
を

対
象
に
、有
明
海
の
干
潟
で
ミ
ニ
ガ
タ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
干
潟
環
境
教
室
を
行
い

ま
す
。み
ん
な
で
泥
ん
こ
に
な
っ
て
遊

び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

8
月
18
日

（木）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

※　

午
前
8
時
50
分
ま
で
に
、ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
第
4
駐
車
場（
大

谷
６
ー

24
）に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

行
き
先　

道
の
駅
鹿
島（
佐
賀
県
鹿
島

市
音お

と
な
り成

） 

参
加
費　

１
，０
０
０
円（
昼
食
費
な

ど
）

持
っ
て
く
る
も
の　

T
シ
ャ
ツ（
汚
れ

て
も
い
い
も
の
）▽
水
着
▽
タ

オ
ル
▽
水
筒

※　

シ
ャ
ワ
ー
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

8
月
9
日

（火）（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、学
校
名
、学
年
、

生
年
月
日
、電
話
番
号
を
書
い

て
送
る

※　

こ
の
教
室
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ（
高
校
生
〜

25
歳
）も
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
市
民
会
議

「
夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」係

（
〒
816
ー

０
８
３
１
ふ
れ
あ
い
文

化
セ
ン
タ
ー
内
）

1（
５
８
４
）３
３
６
６

5（
５
７
５
）０
７
６
８

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地

夏
ま
つ
り

　

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地
を
開
放
し

て
、夏
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。

日
時　

8
月
25
日

（木）（
雨
天
時
は
26
日

（金）
）

午
後
5
〜
9
時

場
所　

同
基
地（
原
町
３
ー

１
ー

１
）

内
容 

▽
盆
踊
り

▽
音
楽
隊
演
奏

▽
熱
気
球
係
留
体
験
飛
行（
①
午
前
7

〜
9
時
②
午
後
5
〜
8
時
）

▽
模
擬
売
店
な
ど

※　

熱
気
球
係
留
体
験
飛
行
は
、小
・
中

学
生
対
象
で
、整
理
券（
8
月
18
日

（木）

か
ら
配
布
）が
必
要
で
す
。詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
基
地
広
報
班

1（
５
８
１
）４
０
３
１（
内
３
１
５
０
）

白
色
ト
レ
イ
は
指
定
の
袋
で
！

　
「
白
色
ト
レ
イ
」ゴ
ミ
と
し
て

出
せ
る
の
は
、発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
製
の
白
色
、平
皿
型
の
も
の

だ
け
で
す
。色
付
き
の
ト
レ
イ

や
カ
ッ
プ
め
ん
・
弁
当
・
納
豆
の

容
器
、発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど

は「
燃
え
る
ご
み
」に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、白
色
ト
レ
イ
を
ゴ
ミ

に
出
す
と
き
は
、
テ
ー
プ
や

ラ
ッ
プ
な
ど
を
取
り
除
き
、軽

く
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
対
策
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
７

KASUGA        CITY9

ゴミ 出し方（指定袋）

白色トレイ

色つきトレイ
（白色トレイ以外）

発砲スチロール

「ペットボトル・白色トレイ」

「燃えるゴミ」
または販売店の店頭回収

「燃えるゴミ」

春日市役所
1584-1111

www.city.kasuga.fukuoka.jp/

情報ひろば情報ひろば
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
向
け
て

温
水
プ
ー
ル
水
泳
教
室

〇
幼
児
水
泳
教
室

　
　

水
の
苦
手
な
4
歳
以
上
の
未
就
学

児
が
対
象
で
す
。

日
程（
い
ず
れ
か
）

①
9
月
6
日
〜
11
月
8
日
の
毎
週
火

　

曜
日（
9
月
20
日
・
10
月
18
日
を
除

　

く
、計
8
日
）

②
9
月
8
日
〜
10
月
27
日
の
毎
週
木

　

曜
日（
計
8
日
）

時
間　

午
後
3
時
〜
5
時

参
加
費　

２
，０
０
０
円

定
員　

各
20
人

〇
小
学
生
水
泳
教
室

　

水
の
苦
手
な
小
学
生
が
対
象
で
す
。

日
程　

9
月
6
日
〜
11
月
8
日
の
毎

週
火
曜
日（
9
月
20
日
・
10
月

18
日
を
除
く
、計
8
回
）

時
間　

午
後
5
時
〜
7
時

参
加
費　

２
，０
０
０
円

定
員　

20
人

〇
初
心
者
水
泳
教
室

　

水
の
苦
手
な
18
歳
以
上
の
人
が
対

象
で
す
。

日
程　

8
月
31
日
〜
11
月
16
日
の
毎

週
水
曜
日（
計
12
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

３
，０
０
０
円

定
員　

20
人

〇
夜
間
水
泳
教
室

　

水
の
苦
手
な
18
歳
以
上
の
人
が
対

象
で
す
。

日
程　

9
月
9
日
〜
11
月
18
日
の
毎

週
金
曜
日（
9
月
23
日
を
除

く
、計
10
回
）

時
間　

午
後
7
時
〜
9
時

参
加
費　

２
，５
０
０
円

定
員　

20
人

〇
シ
ル
バ
ー
リ
ラ
ク
ビ
ク
ス
教
室

　

60
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。音

楽
に
合
わ
せ
て
水
中
歩
行
・
運
動
を

楽
し
め
ま
す
。

日
程　

9
月
8
日
〜
10
月
27
日
の
毎

週
木
曜
日（
計
8
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

２
，０
０
０
円

定
員　

30
人

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル（
大
谷
６
ー

28
）

申
込
方
法　

8
月
21
日

（日）
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
教
室
名
、郵
便
番
号
、住

所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢

（
学
年
）、性
別
、電
話
番
号
、温

水
プ
ー
ル
水
泳
教
室
参
加
経
験

の
有
無
を
伝
え
る

※　

い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、結
果
は
当
選
者
に
の
み
通
知

し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

1（
９
１
５
）３
５
０
０

5（
５
８
５
）１
６
３
４

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
な
ど
の

相
談
に
、管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

8
月
10
日

（水）
・
30
日

（火）

午
後
2
時
〜
5
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１

　
　

２
０
）

※　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、都
合
が
つ
か
な
い
人
は
、問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

福
岡
徳
洲
会
病
院

健
康
教
室

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
8
月
5
日

（金）　
「
脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
」

札ふ
だ
も
と本　

篤
あ
つ
し

さ
ん（
理
学
療
法
士
副
室

長
）

▽
8
月
19
日

（金）　
「
い
ろ
い
ろ
な
頭
痛
」

金か
ね
こ子

好よ
し
ろ
う朗

さ
ん（
脳
外
科
部
長
）

▽
8
月
26
日

（金）　
「
糖
尿
病
食
〜
食
物

繊
維
の
効
果
〜
」

高た
か
は
し橋

雅ま
さ
こ子

さ
ん（
管
理
栄
養
士
副
室

長
）

時
間　

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所　

同
病
院
セ
ン
タ
ー
6
階
講
堂

（
須
玖
北
４
ー

５
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

1（
５
７
３
）６
６
２
２ 

5（
５
７
２
）０
６
３
３

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

春
日
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
検
討
協
議
会

　

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
の
見
直
し
に
必
要
な
調
査
や

研
究
、検
討
を
行
う
検
討
協
議
会
を
設

置
し
、第
3
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
す
る
た
め
の
審
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
協
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

8
月
18
日

（木）

午
後
7
時
〜
9
時

場
所　

市
役
所
大
会
議
室

定
員　

20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

8
月
17
日

（水）
ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

介
護
保
険
課

介
護
保
険
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

藤
ふじ

田
た

夏
か な

那ちゃん（弥生）
平成16年8月12日生

佐
さ

藤
とう

悠
 ゆう

貴
き

ちゃん（日の出町）
平成16年8月2日生

石
いしかわゆいまる

川結丸ちゃん（大土居）
平成16年8月24日生

工
く

藤
どう

菜
な な み

々美ちゃん（日の出町）
平成16年8月3日生



募
集
し
ま
す

福
祉
に
関
す
る
体
験
作
文
・
ポ
ス
タ
ー

　

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

学
校
や
社
会
で
共
に
生
活
す
る
中
で
相

互
に
ふ
れ
あ
い
体
験
し
た
こ
と
、あ
る

い
は
社
会
に
訴
え
た
い
こ
と
な
ど
を
作

文
や
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

最
優
秀
賞
受
賞
者
は
、障
害
者
週
間

の
集
い（
12
月
6
日

（火）
）で
表
彰
し
ま

す
。

〇
体
験
作
文

テ
ー
マ　
「
出
会
い
、ふ
れ
あ
い
、心

の
輪
〜
障
害
の
あ
る
人
と
な

い
人
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
体

験
を
広
げ
よ
う
〜
」

対
象（
部
門
）　

▽
小
学
生
▽
中
学
生

▽
高
校
生
・
一
般

規
格　

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙（
B

４
判
縦
書
き
）に
、小
・
中
学

生
は
2
〜
4
枚
程
度
、高
校

生
・
一
般
は
4
〜
6
枚
程
度

※　

題
名
は
自
由
で
す
。

〇
ポ
ス
タ
ー

テ
ー
マ　
「
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
誰
も
が
能
力
を
発
揮
し

て
安
全
に
安
心
し
て
生
活
で

き
る
社
会
の
実
現
」

対
象（
部
門
） 

▽
小
学
生
▽
中
学
生

規
格　

B
３
判
ま
た
は
四
つ
切
り
画

用
紙
を
縦
長
に
使
う

※　

小
学
生
部
門
は
、標
語
な
ど
は

　

入
れ
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

応
募
方
法　

9
月
6
日

（火）（
必
着
）ま
で

に
、市
高
齢
障
害
課
窓
口
に
あ

る
応
募
用
紙
を
作
品
に
添
え
て

提
出
す
る（
郵
送
可
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
障
害
者

福
祉
課
在
宅
福
祉
係（
〒
812
ー

８
５
７
７
福
岡
市
博
多
区
東ひ

が
し

公こ
う
え
ん園

7
ー

7
）

1（
６
４
３
）３
２
６
３

5（
６
４
３
）３
３
０
４

障
害
者（
児
）の
手
当

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

次
の
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人（
支

給
停
止
中
の
人
を
含
む
）は
、現
在
の
収

入
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
、現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

対
象
者
に
は
申
請
書
を
送
り
ま
す
の

で
、期
限
内
に
窓
口
に
提
出
す
る
か
、郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
の
手
当

〇
国
の
手
当

▽
障
害
児
福
祉
手
当

▽
特
別
障
害
者
福
祉
手
当

▽
経
過
的
福
祉
手
当

〇
市
の
手
当

▽
春
日
市
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

受
付
期
間　

8
月
8
日

（月）
〜
26
日

（金）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
障
害
課 

障
害
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１ 

5（
５
８
４
）３
０
９
０

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

六
〇
福
祉
大
学
開
講

　

市
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
人
が

対
象
で
す
。社
会
福
祉
活
動
・
体
験
を
通

し
て
、健
康
に
明
る
く
生
活
の
幅
を
広

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容（
計
6
回
）

▽
9
月
8
日

（木）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

開
講
式
・
軽
体
操
な
ど

▽
9
月
22
日

（木）

　

午
前
10
時
〜
正
午

介
護
保
険
〜
今
の
仕
組
み
を
も
う
一

度
確
認
〜

▽
10
月
13
日

（木）

　

午
前
10
時
〜
正
午

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
と
福
祉
サ
ー
ビ

ス
▽
10
月
27
日

（木）

　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

高
齢
者
福
祉
施
設
を
見
学

▽
11
月
10
日

（木）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

防
災
セ
ン
タ
ー
・
障
害
者
福
祉
施
設

の
見
学

▽
11
月
24
日

（木）

　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

終
講
式

場
所　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇
町

3
ー

１
０
１
）な
ど

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

8
月
1
日

（月）
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

参
加
は
無
料
で
す
が
、一
部
実
費

が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会

1（
５
８
１
）７
２
２
５

5（
５
８
１
）７
２
５
８

鶏
を
飼
育
し
て
い
る
皆
さ
ん

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

飼
育
し
て
い
る
鶏
が
、続
け
て
死
ん

で
し
ま
っ
た
り
、産
卵
が
少
な
く
な
っ

た
り
し
た
場
合
は
、高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。何
ら
か
の
異
常
を
発
見

し
た
場
合
は
、速
や
か
に
家
畜
保
健
衛

生
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、異
常
が
見
つ
か
っ
た
場
合
も
、

飼
育
し
て
い
る
鶏
が
す
ぐ
に
危
険
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た

鶏
を
清
潔
な
状
態
で
飼
育
し
て
、触
れ

た
後
に
、き
ち
ん
と
手
洗
い
と
う
が
い

を
す
れ
ば
、人
へ
の
感
染
は
防
げ
ま
す
。

野
山
に
放
し
た
り
、処
分
す
る
よ
う
な

こ
と
は
せ
ず
に
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
飼

育
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
中
央
家
畜
保

健
衛
生
所

1（
５
８
１
）０
３
２
５

5（
５
８
１
）０
４
７
４

KASUGA        CITY11

宮
みや

田
た

理
り き

生ちゃん（上白水）
平成15年8月22日生

若
わかやまとも

山知樹
き

ちゃん（一の谷）
平成14年8月24日生

吉
よし

田
だ

藍
あい

人
と

ちゃん（原町）
平成15年8月3日生

加
か

藤
とう

寛
ひろみち

道ちゃん（須玖北）
平成15年8月14日生

10月生まれの
赤ちゃん募集中

写真は、赤ちゃんの顔が大
きく写っているもので、裏
に赤ちゃんの氏名（ふりが
な）、生年月日、住所、電話番
号を書き、広報担当まで郵
送してください。対象年齢
は3歳までで、9月1日（木）
までの到着分の中から抽選
で決定します。
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お
供
え
物
は
合
同
供
養
会
場
へ

精
霊
送
り
の
合
同
供
養

　

お
盆
の
精
霊
送
り
の
お
供
え
物
は
、

川
に
流
さ
ず
に
、合
同
供
養
会
場
に

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

心
の
こ
も
っ
た
お
供
え
物
が
、川
や

海
を
汚
す
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

8
月
15
日

（月）

午
後
6
時
〜
10
時

会
場

▽
天
国
社
春
日
会
館（
下
白
水
北
７
ー

82
）

　

1（
５
８
６
）４
９
４
９

▽
山
水
社
春
日
中
央
斎
場（
惣
利
6
ー

１
２
７
）

　

1（
５
９
５
）６
０
０
０

▽
あ
お
い
ホ
ー
ル（
天
神
山
5
ー

6
）

　

1（
５
７
１
）３
１
２
２

▽
春
日
草
苑（
日
の
出
町
5
ー

21
）

　

1（
５
８
８
）０
０
０
１

▽
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
春
日（
昇
町
6
ー

1
）

　

1（
５
８
８
）４
９
４
９

▽
斎
場
セ
レ
モ
ー
ル
春
日（
若
葉
台
西

7
ー

1
ー

2
）

　

1（
５
８
２
）５
７
７
７

※　

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
対
策
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
７

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

い
ず
れ
も
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

人
が
対
象
で
す
。

日
程　

9
月
5
日

（月）
〜
9
日

（金）

講
座
名
・
時
間

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
基
礎
講
習
会

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
使
用
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

▽
ワ
ー
ド
初
級
講
座

午
後
6
時
30
分
〜
9
時
30
分

場
所　

筑
紫
野
市
商
工
会
館（
筑
紫
野

市
湯ゆ

ま
ち町

3
ー

2
ー

5
）

受
講
料　

1
万
２
，０
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
を
含
む
）

定
員　

各
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

8
月
1
日

（月）
〜
22
日

（月）

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、講

座
名
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号

を
伝
え
る

※　

受
講
料
納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

は
、返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
訓
練
会

1（
５
８
１
）３
５
５
７

5（
５
８
１
）３
５
５
８

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
大
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　

手
び
ね
り
で
、簡
単
な
や
き
も
の
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

9
月
10
日

（土）

①
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ケ

丘
1
ー

4
）

参
加
費（
材
料
費
）　

粘
土
５
０
０
g
あ

た
り
２
０
０
円 

定
員　

各
15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

8
月
10
日

（水）
〜
26
日

（金）

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た

は
直
接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、年
齢（
小
学
生
以
下
の

み
）
、希
望
時
間（
①
か
②
）を

伝
え
る

※　

小
学
生
以
下
の
児
童
は
、保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館（
岡
本
3
ー

57
）

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
０
７
７ 

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

応
急
手
当
普
及
員
講
習

　

事
業
所
の
従
業
員
や
、自
主
防
災
組

織
の
構
成
員
が
対
象
で
す
。

　

講
習
終
了
後
は
、救
急
隊
員
の
代
わ

り
に
救
命
講
習
の
指
導
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
時　

9
月
16
日

（金）
〜
18
日

（日）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所　

同
消
防
署（
春
日
2
ー

2
ー

1
）

内
容　

▽
心
肺
蘇
生
法
▽
止
血
法
▽
傷

病
害
者
管
理
法
▽
搬
送
法
な
ど

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

※　

今
回
は
個
人
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
署

1（
５
８
４
）１
１
９
９

5（
５
８
４
）１
１
９
４

　

 

増
便
し
て
ほ
し
い

　

 「
や
よ
い
」は
、5
つ

の
ル
ー
ト
を
５
台
の

バ
ス
が
、そ
れ
ぞ
れ

45
分
お
き
に
右
回
り

左
回
り
交
互
に
走
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、す
べ
て
の
バ
ス

が
同
時
刻
に
バ
ス
セ
ン
タ
ー
を
発

車
し
、帰
着
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。も
し
、45
分
間
隔
を
縮

め
て
増
便
す
る
と
な
る
と
、今
の

2
倍
の
バ
ス
と
運
転
手
が
必
要
で

す
。

　

し
か
し
、バ
ス
を
増
便
し
て
も
、

利
用
者
が
2
倍
に
増
え
る
と
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。運
行
経
費
の
負

担
が
大
き
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、当
分
の
間
は
、現
状
ど
お

り
運
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
大
切
な
税
金
を

使
っ
て
運
行
し
て
い
ま
す
。今
後
も

引
き
続
き
、費
用
対
効
果
が
最
も
上

が
る
よ
う
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
３

今回の
要望

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
や
よ
い
」に

関
す
る
意
見
や
要
望
、質
問
に〝
や
よ

い
ち
ゃ
ん
〞が
お
答
え
し
ま
す
。



福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

2
級
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　

建
築
士
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
連

携
し
な
が
ら
、高
齢
者
や
障
害
者
が
安

心
で
き
る
住
宅
改
修
な
ど
に
あ
た
る

「
福
祉
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
2

級
）」の
資
格
取
得
の
た
め
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。

日
時　

8
月
27
日

（土）
・
9
月
3
日

（土）
・
10

日
（土）（
計
3
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　

春
日
市
商
工
会
館（
伯
玄
町
2
ー

24
）

受
講
料（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

▽
一
般　

3
万
４
，２
０
０
円

▽
会
員　

2
万
９
，２
０
０
円

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

8
月
19
日

（金）
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
商
工
会

1（
５
８
１
）１
４
０
７ 

5（
５
７
５
）０
７
０
２

平
成
18
年
度
採
用

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数
・
資
格

▽
一
般
事
務
A　

5
人

昭
和
54
年
4
月
2
日
〜
同
59
年
4
月

1
日
に
生
ま
れ
た
人

▽
一
般
事
務
B　

1
人

昭
和
58
年
4
月
2
日
〜
同
63
年
4
月

1
日
に
生
ま
れ
た
人（
大
学
在
学
期

間
が
2
年
を
超
え
る
人
を
除
く
）

▽
保
健
師　

1
人

昭
和
55
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、保
健
師
の
資
格
を
有
す
る

人（
平
成
18
年
3
月
31
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

1
次
試
験
日　

9
月
18
日

（日）

試
験
会
場　

第
一
経
済
大
学（
太
宰
府

市
五ご

じ
ょ
う条

3
ー

11
ー

25
）

申
込
方
法　

8
月
1
日

（月）
〜
10
日

（水）

（
当
日
消
印
有
効
）の
平
日
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
に
、必

要
事
項
を
記
入
し
た
申
込
書
を

郵
送
ま
た
は
直
接
窓
口
で
提
出

す
る

※　

申
込
書
は
総
務
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

印
刷
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
人
事

担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
５

http://w
w
w
.city.kasuga.fuk

 uoka.jp/tetuzuki/syokuin/02
 m

ousikom
i.htm

l

日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
せ
ん
か

第
32
回
春
日
市
文
化
祭
芸
能
発
表
会

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
て
定
期
的
に
練
習
し
て
い
る
5
人

以
上
の
団
体
が
対
象
で
す
。

発
表
日
時　

11
月
6
日

（日）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※　

1
団
体
15
分
程
度
で
す（
準
備
・
入

退
場
を
含
む
）。

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー

24
）

参
加
費　

無
料（
器
材
準
備
や
交
通
費

は
自
己
負
担
）

団
体
定
数　

20
団
体（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）

申
込
期
限　

8
月
31
日

（水）（
必
着
）

※　

申
込
要
項
は
、市
役
所
市
民
課
や

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
、奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
、

各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先 

社
会
教
育
課

（
〒
816
ー

０
８
３
１
大
谷
6
ー

24

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

http://w
w
w
.city.kasuga.fukuok

　

a.jp/

　

次
に
該
当
す
る
人
に
、入
院
時
の

食
事
負
担
額
や
保
険
診
療
分
の
自
己

負
担
額
を
軽
減
す
る
認
定
証
を
発
行

し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者

対
象　

住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人

軽
減
内
容　

入
院
時
の
食
事
負
担

額
を
、1
日
あ
た
り
６
５
０

円（
過
去
1
年
以
内
の
入

院
日
数
が
90
日
を
超
え
る

場
合
は
、91
日
目
か
ら
1
日

５
０
０
円
）に
軽
減

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

対
象　

住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人

軽
減
内
容

▽
所
得
が
一
定
以
上
の
場
合

入
院
時
の
食
事
負
担
額
を
1
日

６
５
０
円（
過
去
1
年
以
内
の
入

院
日
数
が
90
日
を
超
え
る
場
合
は

91
日
目
か
ら
1
日
５
０
０
円
）に
、

保
険
診
療
分
の
自
己
負
担
限
度
額

を
1
カ
月
2
万
４
，６
０
０
円
に

軽
減

▽
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合

入
院
時
の
食
事
負
担
額
を
1
日

３
０
０
円
に
、保
険
診
療
分
の

自
己
負
担
限
度
額
を
1
カ
月

1
万
５
，０
０
０
円
に
軽
減

高
齢
者
医
療
医
療
証
を
持
っ
て
い
る
人

対
象　

住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人

軽
減
内
容 

▽
所
得
が
一
定
以
上
の
場
合

入
院
時
の
保
険
診
療
分
の
自
己

負
担
限
度
額
を
1
カ
月
2
万
４
，

６
０
０
円
に
軽
減

▽
一
定
所
得
以
下

保
険
診
療
分
の
自
己
負
担
限
度
額

を
1
カ
月
1
万
５
，０
０
０
円
に

軽
減

申
請
が
必
要
で
す

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、発
行
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
保
険
証

▽
印
鑑

▽
春
日
市
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

▽
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
か
、老
人
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
認
定
証（
持
っ
て

い
る
人
で
入
院
が
90
日
を
超
え
る

場
合
の
み
）

▽
領
収
書
な
ど
入
院
期
間
を
証
明
す

る
も
の（
入
院
が
90
日
を
超
え
る

場
合
の
み
）

▽
平
成
17
年
度
非
課
税
証
明
書（
平

成
17
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し

て
き
た
人
の
み
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金

課
国
保
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
１

入
院
時
の

自
己
負
担
を
軽
減

KASUGA        CITY13
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Y
O
S
A
K
O
I
カ
ー
ニ
バ
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

11
月
23
日

（水）
に
行
う「
か
す
が
Y
O
S

A
K
O
I
カ
ー
ニ
バ
ル
!
」の
企
画
・
運

営
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

　

今
年
も「
誰
も
が
見
て
、参
加
し
て
、

楽
し
め
る
お
祭
り
」を
テ
ー
マ
に
市
民

の
力
で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

募
集
人
員　

10
人
程
度

申
込
方
法　

8
月
1
日

（月）
〜
15
日

（月）

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、携
帯
電

話
番
号（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

を
伝
え
る

※　

8
月
下
旬
か
ら
週
1
回
程
度
、平

日
の
夜
に
会
議
を
行
う
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
カ
ー
ニ
バ
ル
実
行

委
員
会
事
務
局　

陸む
つ
か
ど門　

薫か
お
る

1（
５
９
６
）６
５
０
０（
5
兼
用
）

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
組
合

平
成
17
年
度
消
防
吏
員
採
用
試
験

　

火
災
の
防
除
や
鎮
圧
、救
急
救
助
活

動
を
主
体
と
し
た
消
防
業
務
に
携
わ
る

消
防
吏
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格　

昭
和
56
年
4
月
2
日
〜
同
63
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
日
本
国

籍
を
有
す
る
人
で
、消
防
吏
員

と
し
て
職
務
遂
行
に
必
要
な
身

体
を
有
す
る
人

採
用
予
定
数　

5
人

試
験
日　

10
月
16
日

（日）

申
込
期
間　

8
月
5
日

（金）
〜
9
月
5
日

（月）

※　

申
込
書
は
、同
組
合
消
防
本
部
ま

た
は
出
張
所
で
配
布
し
ま
す
。詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
組
合
消
防

本
部
総
務
課
庶
務
係                     

1（
５
８
４
）１
１
９
１

5（
５
８
４
）１
１
９
４

http://fukuoka.kon119.or.jp

自
衛
隊
福
岡
地
方
連
絡
部
自
衛

官
採
用
試
験

試
験
種
目
・
試
験
日
・
対
象

▽
一
般
曹
候
補
生　

9
月
17
日

（土）

18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
人

▽
曹
候
補
士　

9
月
17
日（
土
）

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▽
航
空
学
生　

9
月
23
日（
金
）

高
校
卒
業
者（
見
込
み
を
含
む
）で
、

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
人

▽
2
等
陸
・
海
・
空
士　

9
月
下
旬

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

※　

い
ず
れ
も
年
齢
は
平
成
18
年
4
月

1
日
現
在
で
す
。

申
込
期
間　

8
月
1
日

（月）
〜
9
月
8
日

（木）

問
い
合
わ
せ
先　

同
部
春
日
募
集
事
務

所

1（
５
９
１
）７
４
５
０（
5
兼
用
）

冒
険
し
ま
せ
ん
か

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春
日
第
3
団

　

自
立
心
を
持
っ
た
青
年
を
育
成
す
る

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
入
っ
て
、い
ろ
ん

な
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
校
就
学
直
前
の
9
月
〜
中

学
２
年
生
の
9
月
ま
で
の
人

※　

申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
春
日
第
3
団
事
務
局　

中な
か

尾お

1（
５
０
１
）２
８
５
７（
5
兼
用
）

身
近
な
宝
を
再
発
掘
!

春
日
市
の
お
宝
を
募
集
し
ま
す

　

市
は
、市
内
の
か
け
が
え
の
な
い
歴

史
や
文
化
資
源
や
自
慢
の
文
化
人
を
探

し
て
い
ま
す
。自
薦
・
他
薦
、有
名
・
無
名

は
問
い
ま
せ
ん
。地
域
の
お
宝
と
言
え

る
人
や
自
慢
の
も
の
、お
す
す
め
な
ど

を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
宝
文
化
人

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
縁
の
あ
る
人

で
、芸
能
や
文
学
、歴
史
、音
楽
、茶

道
、華
道
、書
道
、陶
芸
、彫
刻
、映
画
、

演
劇
、舞
踏
、木
工
、農
業
、演
芸
、絵

手
紙
、生
活
文
化
、遊
び
な
ど
に
た
け

て
い
る
人
な
ど

○
お
宝
文
化
百
選

　

市
内
の
自
然
、景
観
、動
物
、植
物
、

建
物
、風
習
、史
跡
な
ど
の
歴
史
・
文

化
資
源
や
、自
慢
の
地
域
な
ど

応
募
方
法　

8
月
31
日

（水）（
必
着
）ま
で

に
、公
共
施
設
や
金
融
機
関
な

ど
市
内
各
所
に
置
い
て
い
る
応

募
用
紙（
チ
ラ
シ
裏
面
）に
必
要

事
項
を
書
い
て
、直
接
窓
口
か
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、E
メ
ー
ル
、郵
送

で
提
出
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

「
お
宝
探
偵
局
」（
〒
816
ー

０
８
３

　
　
　

１
大
谷
6
ー

24
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

syakai@
city.kasuga.fukuoka.j

p点
検
商
法
に
注
意

配
水
管
の
洗
浄
勧
誘

　

最
近
、地
震
被
害
な
ど
に
便
乗
し
て
、

宅
内
の
配
水
管（
汚
水
管
や
雨
水
管
）の

洗
管
を
勧
誘
す
る
業
者
が
各
家
庭
を
訪

問
し
て
い
ま
す
。営
業
活
動
自
体
に
問

題
は
な
い
の
で
す
が
、中
に
は
必
要
以

上
に
不
安
を
あ
お
っ
た
り
、不
必
要
な

工
事
を
行
う
悪
質
な
業
者
も
お
り
、「
点

検
商
法
」の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

　

汚
水
が
詰
ま
る
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、

異
物
の
混
入
に
よ
る
も
の
で
す
。ま
ず

は
、自
宅
の
排
水
設
備
工
事
を
行
っ
た
春

日
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
、ま
た
は
下

水
道
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
３

　今年の国勢調査のキャッチフレーズは、「数字から明日の
日本を 夢デザイン」。これは、国民の皆さんから募集して
決定したものです。国勢調査では、毎回キャッチフレーズを
決めており、それから当時の国の状況がわかります。
　記念すべき初回調査(大正9年)の標語は「国勢調査は 文
明国の鏡」でした。国勢調査は、国の威信をかけた一大行事
として始められたことが分かります。
　終戦直後に行われた昭和22年調査では「再建へもれなく
正しくありのまま」、総人口が一億人を突破した昭和45年
調査では「一億の明日につながる国勢調査」でした。
　いつの時代も、調査から得られるデータが、住みよい社

会を築く礎となります。変る時代の変らぬ調査
「国勢調査」にご協力をよろしくお願いします。

変る時代の
変らぬ調査

教
え
て

各世帯への調査票の配布や回収、整理などを行う
調査員を募集しています。



テーマは

注
意
し
て
く
だ
さ
い

市
職
員
を
名
乗
る
不
審
電
話

　

最
近
、市
内
で
、市
職
員
を
名
乗
り
、

「
高
齢
者
の
生
活
状
況
調
査
」と
称
し
て

日
ご
ろ
受
診
し
て
い
る
病
院
名
な
ど
を

聞
き
出
そ
う
と
す
る
、不
審
な
電
話
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、電
話
で
病
院
名
を
尋
ね
る

よ
う
な
調
査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。こ

の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
き

は
、質
問
に
は
答
え
ず
に
一
旦
電
話
を

切
り
、市
国
保
年
金
課
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
１

販
売
し
て
い
ま
す

春
日
市
史

　

市
の
歴
史
や
風
土
、文
化
に
つ
い
て
書

い
た
春
日
市
史
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

種
類　

▽
上
巻（
自
然
、原
始
、古
代
、中

世
、近
世
）▽
中
巻（
近
代
、現

代
、農
業
水
利
）▽
下
巻（
教
育

文
化
、民
俗
）▽
資
料
編

価
格　

1
冊
５
，０
０
０
円（
税
込
み
）

販
売
・
問
い
合
わ
せ
先　

情
報
政
策
課

情
報
公
開
広
報
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
２

夏といえば海、みなさ～ん海の季節が来ましたよ。でも

私、海が怖いんです。数年前に海に行ったとき、泳げない私は

腰までの水位の所で遊んでいました。そのとき、おなかに激痛

が!!とっさにおなかに手をあててみるとヌルッ・・・手のひら

よりも大きなクラゲ!それでも、やっぱり毎年で海で楽しく遊

んでいます♪

(のねのねママ)

昭和28年、私は兄と一緒に春日に住んでいました。食糧

は乏しく、日曜日に友人と泳ぎに行くことが娯楽でした。木綿

の水着に、頭からタオルをかぶり、草履を履いて、「リンゴの

唄」を歌いながら白水池へ。当時は、原野に雑草が生い茂り、道

のない場所ばかり。ため池もそこかしこにありました。そし

て、青空に向かって「卵焼きが食べたい!お寿司もケーキも!」

と大声で叫んでいたことも思い出します。孫に、そんな話をす

ると、マンガのおとぎ話だと笑いますが、最近再会した友人

と、白水池の思い出話に花を咲かせています。

(飯田英子)

あんどん祭りの日、小学4年生の娘は、近所の友達4人と

浴衣を着て祭りに行く計画を立てていた。私が帰宅するのを

待って、浴衣に着替えて出掛ける約束だったが、早く出かけた

い一心で友達に帯を結んでもらい、私が帰ったときにはすで

に準備万端。そんな浴衣姿に「ちょっと変・・・」と思いながら

も、「子どもだし、まあいいか」。でも、写真に残った浴衣姿は、

腹の所まで帯がずれ落ち、まるでお相撲さんのようでした。

(はーちゃんママ)

土手守りの梔
くちなし

子の花が香ばしい白水大池。この池との出

会いは、小学校1年生の歓迎会。以来、夏休みの午後は水浴び

が日課となる。覚えたての犬かきで中の島まで遠泳ぎ。水飲み

放題、溺れ損ねて今がある。やがて思春期中学生。湖畔を彩る

バンガローを眺めるアベックを尻目に漕ぐボートのオールは

重かった。早くオセ(大人)になりたい。清酒の看板までもが急

き立てる。還暦を過ぎても忘れられぬ町の名は「春日町」。

(川　弘隆)

次回のテーマは

「○○○○の秋」　あなたの「秋」を教えてください。
　9月1日(木)(必着)までに、ファックスかハガキ、Eメールに住所、氏
名、ペンネーム、電話番号、投稿文(200字程度)を書いて送ってくださ
い。
※　掲載された人には、図書券(500円分)を進呈します。
あて先　〒816-8501春日市役所広報担当「井戸端かいぎ」係

KASUGA        CITY15
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須
す

玖
ぐ

児童センター
1（573）2431 5（584）7739

須玖南2-120（すくすくプラザ内）

光
ひ か り

町児童センター
1（501）7014（5兼用）

光町2-180-4

毛
け

勝
かつ

児童センター
1（581）5614（5兼用）

大土居1-38

8月
行事予定表

3日（水）

4日（木）

5日（金）

6日（土）

9日（火）

10日（水）

11日（木）

13日（土）

伝言版

午前10時～午後5時開館時間 1日、8日、15日、16日、22日、29日休館日

※　　　　している行事は、幼児も参加出来ます。保護者同伴で遊びに来てください。

※表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。  

※　は申し込みが必要な行事です。8月2日（火）午前10時以降に申し込んでください。（電話可・小学生以上は本人が申込）

　なお、申し込みは1人1行事までとし、市民を優先します。

※天候により、中止または内容を変更することがあります。問い合わせてください。

楽しい歌と影絵のファンタジー
劇団「角笛」シルエット劇場

申

18日（木）

20日（土）
21日（日）

24日（水）

25日（木）

26日（金）

27日（土）

28日（日）

30日（火）

31日（水）

おまたせ!トランポリン
午前10時30分～正午

劇団角笛シルエット劇場
午後2時～3時10分(受付1時30分～)、120人

たのも～!道場やぶり
①午前11時～正午②午後4時～5時、5歳以上

夏休みビーズ工作 その②
午前10時～正午、10人、200円 申

おばけやしきてつだい隊
午後3時～4時、10人
おはなしはじまるよ　 　午前11時～11時30分
屋上de水でっぽう
午後3時～4時30分、10人 　  　※雨天中止

おばけやしき
①午後2時30分～4時(受付:午後2時～3時30分)
②午後6時～8時(受付:午後5時30分～7時30分)
各300人

しゅくだいおわらせ隊
午前10時～正午
しゅくだいおわらせ隊
午前10時～正午

おまたせ!トランポリン
午前10時30分～正午

おおそうじdeそうめん
午前10時30分～正午、20人　   　※ぞうきんと
おわん、はし持参

申

水あそび
①幼児向け 午後1時30分～2時15分
②小学生向け 午後3時～4時
水あそび
①幼児向け 午後1時30分～2時15分
②小学生向け 午後3時～4時

挑戦!ギネス　午後2時～3時

すくすく育児相談　午前10時～11時30分
おもちゃ図書館　午前10時～正午

映画クラブ（19日も、計2回）
午前10時30分～正午、小学4年生以上、10人

ねんどクラブ（26日も、計2回）
午前10時30分～正午、小学1～3年生・小学4～6
年生各6人、200円

今日のおはなしなーに?　午後2時～2時30分

ぶんぶんゼミを作ろう!
午後2時～3時、小学3年生以上、12人、30円

水鉄砲早撃ち大会
午後2時～3時　※タオル持参

夏休みの工作(ビュンビュンごま)
午後2時～3時、10円

木工作クラブ（19・25・26日も、計4回）
午後2時～4時、小学4年生以上、10人、600円

ペタンクで遊ぼう!　午前10時30分～正午
めざせオリンピック　午後2時～3時

おりがみあそび
午後2時～3時、15人、10円

そうめん流し
午後3時～4時30分 ※おわんとはし持参

遊びの出前児童センター
午前10時～正午、場所：下白水公民館
宿題しよう!
①午前10時30分～正午②午後2時～3時30分

かんたんクッキング(フルーツポンチ)
午後2時～3時30分、12人、150円 申

そうめん流し
午後2時～3時、60人 ※おわんとはし持参

たのしいおはなし　午後4時～5時

ニコニコひ・ろ・ば（2～3歳児向け） 毛勝：4日（プールあそび） 午前11時～11時40分

申

申 申

申

申

申

申

　子どもの心に美しい夢を贈る楽しい影絵の世界に
遊びに来ませんか。
日時　8月5日（金）　午後2時～3時10分（受付1時30分～）
場所　須玖児童センター
定員　120人(当日先着順)
※　詳しくは問い合わせてください。
問い合わせ先　須玖児童センター

三館合同デイ・キャンプ
出発:光町午前9時30分・須玖午前9時45分・毛勝午前10時、帰着予定:午後5時

小学4年生以上、各館11人、500円、場所:筑紫野市竜岩自然の家　　※雨天中止申



 

身
近
な
国
際
語

　　
「
も
っ
た
い
な
い
」。横
文
字
ば
か

り
の
国
際
語
の
中
、日
本
語
で
あ
る

こ
の
言
葉
が
、環
境
保
護
の
合
言

葉
と
し
て
世
界
に
広
が
り
始
め
て

い
ま
す
▼
き
っ
か
け
は
、ケ
ニ
ア

の
副
環
境
相
を
務
め
、ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
受
賞
者
で
も
あ
る
ワ
ン
ガ

リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
が
、来
日
時
に

こ
の
言
葉
を
知
っ
た
こ
と
。「
も
っ

た
い
な
い
」の
精
神
に
は
、資
源
の

有
効
活
用
に
必
要
な
３
R（
ご
み
の

削
減
、再
使
用
、再
利
用
）す
べ
て
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受

け
た
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
、そ
れ
以
来

「
M

モ
O
T ッ

T タ
A
I イ

N
ナ

A
I イ

」を
国
際

語
に
し
よ
う
と
、さ
ま
ざ
ま
な
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
▼

こ
の
記
事
を
目
に
し
て
以
来
、私
も

早
速「
必
要
の
な
い
レ
ジ
袋
は
断

る
」「
使
用
済
み
用
紙
の
裏
側
を
再

利
用
す
る
」な
ど
を
実
践
。環
境
問

題
に
少
し
は
貢
献
し
て
い
る
と
い

う
満
足
感
に
満
た
さ
れ
て
、思
っ
た

以
上
に
気
分
が
い
い
も
の
で
す
。皆

さ
ん
も
、こ
の
身
近
な
国
際
語
の
実

践
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。  　

○ひ

 
今い

ま

む

ら村　

省し

ょ

う

ご吾
さ
ん（
宝
町
）

7
月
1
日
、総
理
大
臣
官
邸
で
平
成

17
年
安
全
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

が
行
わ
れ
、今
村
省
吾
さ
ん（
筑
紫
交
通

安
全
協
会
会
長
）が
、長
年
に
わ
た
る
地

域
の
交
通
安
全
へ
の
貢
献
を
認
め
ら

れ
、同
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、毎
年
7
月
1
日「
国
民

安
全
の
日
」に
行
わ
れ
、国
民
の
日
常
生

活
の
安
全
を
脅
か
す
災
害
の
発
生
防

止
に
功
績
の
あ
っ
た
人
に
対
し
て
贈
ら

れ
て
い
ま
す
。今
年
も
交
通
安
全
、学
校

安
全
、産
業
安
全
、火
災
予
防
、原
子
力

安
全
の
各
分
野
か
ら
全
国
で
25
人（
団

体
）（
う
ち
交
通
安
全
関
係
は
10
人（
団

体
））が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
村
さ
ん
が

交
通
安
全
活

動
に
関
わ
る

よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
今

か
ら
44
年
前

の
昭
和
36
年
。

当
時
、通
訳
と
し
て

ア
メ
リ
カ
軍
の
春

日
ベ
ー
ス（
基
地
）

に
勤
務
し
て
い
た

今
村
さ
ん
は
、筑
紫

交
通
安
全
協
会
の

基
地
支
部
に
入
会
。

「
そ
れ
以
来
、
交
通

安
全
に
対
す
る
取

り
組
み
が
生
活
の

大
部
分
を
占
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し

た
」と
今
村
さ
ん
は

当
時
を
振
り
返
り

ま
す
。

交
通
安
全
指
導

員
の
主
な
活
動
は
、

交
差
点
で
の
保
護

誘
導
活
動
や
交
通

安
全
教
室
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、過
去
に
は
国
道
3

号
線
の
道
路
標
示
の
ペ
ン
キ
塗
り
を
し

た
こ
と
も
あ
る
と
か
。そ
の
よ
う
な
地

道
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、平
成
11
年
に

は
総
務
庁（
現
総
務
省
）長
官
の
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

長
年
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
続
け
て

き
た
今
村
さ
ん
。今
回
の
表
彰
を
家
族

全
員
が
大
変
喜
ん
で
く
れ
た
そ
う
で

す
。今
村
さ
ん
を
陰
で
支
え
て
き
た
妻

洋よ
う

子こ

さ
ん
は
、「
健
康
が
何
よ
り
も
大
切

で
す
の
で
、体
調
管
理
や
食
事
に
は
気

を
付
け
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。今
年

の
4
月
に
は
金
婚
式
を
迎
え
た
と
い
う

今
村
さ
ん
夫
妻
。こ
れ
ま
で
今
村
さ
ん

が
交
通
安
全
活
動
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、洋
子
さ
ん
の
心
配
り
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

　
「
日
々
、会
議
な
ど
で
元
気
に
動
き
回

る
こ
と
が
生
き
が
い
で
す
」と
語
る
今

村
さ
ん
の
、交
通
安
全
に
対
す
る
情
熱

は
、ま
だ
ま
だ
消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

交通安全に携わって半世紀
安全功労者内閣総理大臣表彰

KASUGA        CITY17

井上市長に表彰を報告。（左から市長、今村さん、洋子さん）

内閣総理大臣表彰の銀杯
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　軟式野球チーム「春日少年野球」が、6月に行われた県

少年軟式野球大会予選で地区優勝し、8月6・7日に福津市

で行われる県大会への切符を手にしました。予選は、190

チームが8パートに分かれてのトーナメント。激戦を勝ち抜

き、2年連続での県大会出場となりました。

　同チームは設立5年目で、市内唯一の軟式野球チームで

す。グラウンドの都合で、週2回、計4時間しか練習できま

せんが、素振りや筋力トレーニング、走りこみなどの自主ト

レーニングを行い、着実に力を付けてきました。

　7月4日には、予選優勝の報告のため、市役所を訪問。選

手たちは、「一戦一戦、大切に戦います」「全力を出したい」

「悔いのないように頑張ります」などと、市長に決意を表

明。これに対し市長は、「県大会では、平常心を持って、力を

出し切ってください」と激励しました。

市の人口 6/30 現在

◎総人口

◎世帯数

110,040人

男 54,038人女 56,002人

43,332世帯

6月30日、市役所に七夕飾りを持ってきてくれた春
日原保育所の子どもたち。きれいに飾り付けされた
笹には、願いごとが書かれた短冊がたくさん。みん
なの願いがかないますように…。

春日少年野球が地区優勝

福岡県少年軟式野球20周年記念大会予選大会

◎転入 404人

◎転出 498人

◎出生 96人

◎死亡 33人

（前月比 -21）

　春日原小学校区の地域活動を行う「原っ子守り隊」の設

立総会が、6月27日、同小学校で行われました。これは、学

校やPTA、地域住民、春日原警部交番が連携して校区内の

児童の安全を守り、同時に地域住民の防犯意識を高めてい

こうと発足されたものです。

　総会では、春日原警部交番所長による現状報告を踏ま

え、今後の活動方針などを話し合いました。その後、校区内

をパトロールし、暗がりや目につきにくい場所、事故が起こ

りやすい場所などを確認して回りました。今後は、夕方の

パトロールや立
りっしょう

哨指導(声かけ)、メールでの不審者情報提

供、非常態勢や連絡態勢を検討していくそうです。

　同隊隊長の富
と み た

田さん(同小学校PTA会長)は、「ようやく

発足にこぎつけました。これからみんなで力を合わせて一

緒に作りあげていきましょう」と力強く話していました。

春日原小学校区「原っ子守り隊」発足

犯罪のない明るい地域を目指して

7月18日　牛頸川の清掃 ●モデルさんには、この写真を差し上げます。
　連絡してください。




